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鍵

（2）広報こうなん

退
職
者
医
療

制
　
度
　
と
　
は

灘
．

甦

　
退
職
者
医
療
制
度
と
は
、
こ
の
た
び

の
国
会
で
国
民
健
康
保
険
法
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
十
月
一
日
か
ら
新

し
く
始
ま
る
医
療
制
度
で
す
。

　
会
社
な
ど
を
定
年
退
職
し
た
人
た
ち

の
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
に

つ
い
て
は
、
こ
の
「
退
職
者
医
療
制
度
」

に
よ
り
、
保
険
給
付
を
行
お
う
と
す
る

も
の
で
す
。こ

の
制
度
に

加
入
で
き
る
人

　
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
人
は
、
次

の
三
つ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
（
退

職
被
保
険
者
）
と
、
そ
の
家
族
（
被
扶

養
者
）
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
。

②
老
人
保
険
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

○
し

お医者さんに

かかるときは

…
　
退
職
者
医
療
制
度
の
加
入
者
や
扶
養

…
家
族
の
方
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と

…
き
は
、
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
、
一

田
部
負
担
金
と
し
て
医
療
機
関
の
窓
口
で

…
支
払
い
ま
す
。
今
ま
で
は
一
律
に
三
割

…
負
担
で
し
た
が
、
こ
の
新
制
度
で
は
次

　
人
。

　
③
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の
被
用

　
者
年
金
制
度
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を

　
受
給
で
き
る
人
。
ま
た
は
被
用
者
年
金

　
の
期
間
が
二
十
年
以
上
か
、
四
十
歳
以

　
上
で
、
十
年
以
上
の
通
算
老
齢
（
退
職
）

　
年
金
を
受
給
で
き
る
人
。

忘
れ
ず
に
届
出
を

　
退
職
者
医
療
制
度
は
十
月
一
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
が
、
該
当
す
る
方
は
手
続

き
が
必
要
で
す
。

①
す
で
に
加
入
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

が
軽
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
　
険
　
証

　
加
入
手
続
が
終
る
と
、

今まで

一律3割負担

自
己
負
担
額

　
ま

　
占

退
職
被
保
険

10月1日から

　
す
で
に
前
記
の
三
つ
の
加
入
条
件
に

該
当
し
て
い
る
方
は
、
す
ぐ
に
役
場
の

国
保
係
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届

出
は
被
保
険
者
の
い
る
世
帯
の
世
帯
主

の
方
に
お
願
い
し
ま
す
。

②
こ
れ
か
ら
資
格
を
得
る
人

　
十
月
一
日
以
降
に
加
入
資
格
を
得
る

人
が
加
入
で
き
る
の
は
、
年
金
を
も
ら

え
る
日
か
ら
で
す
。
年
金
を
も
ら
え
ぐ

よ
う
に
な
っ
た
ら
「
年
金
証
書
」
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
。
受
け
取
っ
た
ら
二
週

間
以
内
に
世
帯
主
が
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

③
退
職
被
保
険
者
の
扶
養
家
族
の
届
出

も
忘
れ
ず
に
世
帯
主
の
方
が
し
て
く
だ

し
o

被扶養者退職被保険者
者
に
は
「
退
職
被
保
険
者
等
証
明
書
」

を
交
付
し
ま
す
。
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
と
き
は
、
こ
の
証
明
書
と
合
せ
て
今

ま
で
の
保
険
証
も
必
要
で
す
の
で
、
必

ず
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

入院外来入院外来
さ
い
。

↓↓↓↓

2割2割2割3割

扶
　
養
家
族

　
退
職
被
保
険
者
の
扶
養
家
族
と
し
て

認
め
ら
れ
る
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
あ
っ
て
、

退
職
被
保
険
者
と
同
じ
世
帯
に
属
し
、

退
職
被
保
険
者
の
収
入
で
生
活
し
て
い

る
人
で
、
次
の
範
囲
の
人
。

①
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配
偶

者
（
内
縁
を
含
む
）
、
三
親
等
内
の
親

族
。②

配
偶
者
（
内
縁
を
含
む
）
の
父
母
及

び
連
れ
子
。
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「
町
」
に
賛
成
が
八
九
％

町
制
施
行
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
江
南
村
で
は
、
八
月
に
「
町
制
施
行

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま
っ

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
村
は
、
昭
和
三
十
年
一
月
一
日
に

旧
御
正
村
と
旧
小
原
村
が
合
併
し
、
現

在
に
至
っ
て
お
り
、
来
年
は
合
併
三
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、
村
か
ら

江南村町制施行に関するアンケート調査集計

回収総数
町　　制　　灘　　行　　に

賛　　成 反　　対 その他
票　　数 1，976 1，762 201 13

％ 100．00 89．17 10．17 0．66

反
対
理
由

愛着があり

村として残

しておきたい

今の時点で

町制施行の

必要はない

環境の悪化

が進むと思

うから

税等の負担

がふえると

思うから

そ　の　他

票数 25 24 17 26 19

全体に
対する

％
1．27 1．21 0．86 1．32 0．96

　田　しておきたい必嬰はないつかり　 思つから　　　　　をめつでを　多町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行るとは機こくへ
票数　25　　24　　17　　26　　19　　ったし準会うなと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ためて備にしつい
全体に　　　　　　　　　　　　　　　　　　 もに’を町たてう
対する　L27　　L21　　0・86　　L32　　0・96　 の’村進制こき声　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でこ民めをとまが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すののて行かし村
※その他意見として　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ア方い　お　ら　た民
　早期町制施行を望む積極的な意見と、概略下記の要望がよせられました。　　ン　の　ま　う合　oの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ意すと併　　方　○下水道・道路・側溝・街路灯等・環境整備を進めてほしい・　　　　　　　1向　・　・三　　の

　○総合病院、文化施設、公園等の施設を作ってほしい。　　　　　　　　　　ト　を　そ　現十　　　間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調確の在周　 か

　○字（行政区）の見直しをしてほしい。　　　　　　　　　査か一村年　ら

へ
．
．
（

主な反対理由（理由記載のないもの91票（4．61％）あり）

　
恒
例
の
村
民
体
育
祭
が
、
今
年
も
十

月
十
日
体
育
の
日
に
行
わ
れ
ま
ず
。
今

年
は
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
が
　
校
舎
改

築
工
事
の
た
め
使
え
ず
、
南
小
学
校
が

体育祭は

南小を会場

会
場
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
も
若
い
人
、
お
年
寄
り
問
わ
ず

楽
し
め
る
様
々
な
種
目
が
あ
り
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

有
段
を
目
ざ
し
て

誕
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
こ
の
ま
ま
で
は
歩
が

　
　
使
え
ま
せ
ん
ね
。

　
　
5
分
で
有
段
者
　
1
0
分
で
1
級

　
　
　
　
　
　
持
駒
角
歩
歩

　
　
二
三
四
五
六
七
八
九

54321皐 竜 等

正

桂 桂

桂

〈
前
号
の
答
え
〉
　
3
四
竜
、
同
角

2
六
桂
、
2
一
二
玉
、
2
五
飛
、
同

角
、
3
五
桂
ま
で
七
手
詰
め
。

〈
解
説
〉
　
3
四
竜
と
捨
て
れ
ば
玉

方
の
角
が
移
動
し
2
六
桂
と
打
て

ま
す
。
次
は
ジ
ャ
マ
に
な
っ
た
飛

を
捨
て
れ
ば
二
枚
目
の
桂
の
打
ち

場
が
で
き
、
成
功
。

全国防犯運動（10月1旧から20日まで）

人
事
異
動
（
九
月
百
付
）

　
　
　
　
　
・
（
）
内
前
職

○
住
民
課
長
　
井
上
　
清
（
税
務
課
長
）

○
税
務
課
長
　
根
岸
八
重
子
（
企
画
課

課
長
補
佐
）

○
企
画
課
飯
島
誠
（
新
採
用
）

嚢
f

口

～

’“

　　　哩ーヒン　＿　一
おでかけは一声

かけて二鍵塗けてイ

イ
．

ママ、カギかけた？

鍛

10月14日～20日週間『行政相談』秋の

　総務庁では毎年春と秋に「行政相談週問」を設け、行政相談活動

の紹介につとめています。
　今年の秋の行政相談週間は、10月14日（日）から20日（土）までの1

週間。期間中は、各地のデパートなどに多数の行政機関が参加して

行う合同行政相談所などが開設されます。



小学生夏休みの作品展

北小6年

大島秀樹

●
回
転
式
ト
イ
レ
ッ
ト
ベ
ー
パ
i

　
急
に
紙
が
な
く
な
っ
て
も
、
あ
わ
て

ず
に
く
る
り
と
回
転
さ
せ
る
だ
け
で
使

え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
う
ま
く
ホ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ダ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
お
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ら
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
で
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ッ
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
i
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
た
。

畠
騨

●
調
味
料
入
れ

南小6年

宮沢利枝

　
食
卓
の
上
を
き
れ
い
に
か
ざ
ろ
う
と

思
っ
た
。
思
っ
た
と
お
り
に
で
き
た
。

板
を
切

る
の
に

糸
の
こ

の
歯
が

何
回
も

か
け
て

苦
労
し

た
。

亀
騨

●
足
ぶ
み
う
ち
わ

暑
い
か
ら
、

南小6年

大村勇司

　
　
　
　
　
う
ち
わ
で
な
に
か
作
っ

て
み
ょ
う
と
し
た
。
苦
労
し
た
こ
と
は

う
ち
わ
を
と
め
る
と
こ
ろ
。

北小6年

水野多喜男

●
回
転
早
読
み
電
話
帳

　
工
夫
し
た
の
は
、
か
ん
や
板
、
木
の

ま
わ
り
に
テ
ー
プ
を
巻
い
た
と
こ
ろ
。

回
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
電
話
番
号
が

早
く
調
べ
ら
れ
る
。

北小6年

新井信貴

●
く
つ
干
し

　
工
夫
し
た
の
は
、
く
つ
が
入
り
や
す

い
よ
う
に
鳥
の
羽
に
し
た
と
こ
ろ
と
、

そ
の
下
に
く
つ
下
や
小
物
が
干
せ
る
よ

う
に
洗
た
く
ば
さ
み
を
下
げ
た
と
二
ろ
。

南小6年

内田幸司

●
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
湯
わ
か
し
器

　
こ
れ
な
ら
一
人
分
コ
ー
ヒ
ー
く
ら
い

で
き
る
か
ら
。
苦
心
し
た
の
は
銀
紙
を

は
っ
た
と
こ
ろ
。

南小6年

八木沢直克

●
移
動
式
く
つ
干
し
台

　
物
干
し
ざ
お
に
く
つ
を
か
け
る
と
、

ほ
し
物
に
き
た
な
い
水
が
つ
い
て
し
ま

う
か
ら
作
ろ
う
と
思
っ
た
。
セ
メ
ン
ト

に
水
を

入
れ
た

り
、
針

金
で
巻

く
と
こ

ろ
が
苦

労
し
た
。

北小5年

志村幸一

●
ボ
ー
ル
紙
の
し
ん
で
作
っ
た
イ
ス

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
し
ん
を
短
く
切
っ
て

ひ
も
で
し
ば
っ
て
台
を
作
り
、
す
わ
る

と
こ
ろ
に
は
ス
ポ
ン
ジ
を
の
せ
て
き
れ

を
か
ぶ
せ
て
作
っ
た
。

北小6年

橋本誘一

●
作
業
用
イ
ス

　
ド
ラ
ム
を
二
つ
重
ね
て
し
ば
り
、
ペ

ン
キ
を
塗
っ
た
。
三
重
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

を
丸
型
に
切
り
、
エ
プ
ロ
ン
で
く
る
ん

だ
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
ず
れ
な
い
よ
う
に

工
夫

し
て

み
た
。

）

）

ノ又
、

）

㊧霧●
温
度
計
付
湯
か
き
ぼ
う

　
湯
を
か
き
ま
ぜ
な
が
ら
温
度
を
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。
温
度

計
に
物
が
ぶ
つ
か
っ
た
時
に
割
れ
な
い

よ
う
な
お
お
い
を
つ
け
れ
ば
も
っ
と
良

か
っ
た
と
思
う
。
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秋
期
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

一
、
集
合
注
射

日
程

ω
十
月
十
七
日
（
水
）

・
午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

　
江
南
村
農
協
本
所

・
午
前
九
時
三
十
分
～
十
時
三
十
分

　
三
本
渡
唐
神
社

・
午
前
十
時
四
十
分
～
十
一
時
五
十
分

　
成
沢
坂
上
公
民
館

　
　
令
（

・
午
後
一
時
～
三
時

　
江
南
村
農
協
南
支
所

・
午
後
一
時
～
二
時

　
板
井
小
林
商
店
前

・
午
後
二
時
十
分
～
三
時

　
野
原
文
殊
寺

③
十
月
二
十
三
日
（
火
）

　
江
南
村
役
場

二
、
臨
時
注
射

　
十
一
月
十
一
日
（
日
）

・
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

　
江
南
村
役
場

■
料
　
　
金

ω
集
合
注
射
の
場
合

・
午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

老人クラブゲートボール大会
　　　優勝は上押切A

　老人クラブゲートボール秋期大会が8月28日に行わ

れ、上押切Aチームが優勝しました。この日も残暑は

大変厳しかったのですが、お年寄りたちは元気に競技

を行いました。2位一樋春南B、3位一樋春北B

　
一
頭
に
つ
き
注
射
料
千
九
百
円

　
（
新
規
登
録
の
場
合
、
さ
ら
に
二
千

百
円
必
要
）

③
臨
時
注
射
の
場
合

　
注
射
料
金
二
千
九
百
円

　
（
新
規
登
録
は
さ
ら
に
二
千
百
円
が

必
要
）

　
さ
い
た
ま
産
業
フ
ェ
ア
が
、
　
「
産
業

と
地
域
社
会
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
十
月
二
十
八
日
か
ら
十

一
月
四
日
ま
で
の
八
日
問
、
さ
い
た
ま

水
上
公
園
（
上
尾
市
）
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
会
場
に
は
、
間
近
に
迫
る
二
十
一
世

紀
に
向
け
て
、
大
き
く
飛
躍
し
よ
う
と

す
る
伝
統
産
業
や
地
場
産
業
か
ら
、
科

学
技
術
の
最
先
端
を
リ
ー
ド
す
る
企
業

ま
で
が
一
堂
に
集
ま
り
ま
す
。

■
と
　
き

　
十
月
二
十
八
日
㈲
～
十
一
月
四
日
㈲

　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時
三
十

分
（
入
場
は
四
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ

　
埼
玉
水
上
公
園
（
上
尾
市
）

※
入
場
は
無
料
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
県
庁
産
業
政
策
課
内
さ
い
た
ま
産
業

・
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
　
倉
〇
四
八
八
－

三
一
－
六
九
二
二
（
直
通
）

　　移動図書館来訪　i盆議資対象者．条件　iく難、僻水筒など用意してi（

■と　き　　　　　　　　　　　　i　　県内に申込開始日前1年以上引　i　■定　員　　　　　　　　　　　　i
　10月22日（月）、11月19日（月）、12月　　i　き続き居住し、県内に住宅を新築、　i　　150人（先着順）　　　　　　　　i

19晒午後2後45分一3時45分i購入（中古含む）・増築または改1■申込方法等　　　　i（
■ところ　　　　　　　　　　　　i　修する者・　　　　　　　　　　　i　　10月10日までに往復ハガキに住　　i

　村民体育館前庭　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　i　所、氏名、年齢、職業、電話番号　　i

　どなたでも無料で借りられ、リ　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　を記入し、熊谷保健所へ申込む。　　i

クエスト（予約）もできます．　　i　野生植物に親しむ会　　i・申込先一熊谷市大字熊谷861熊　1
　返却は次の巡回日です。　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　谷保健所「野生植物に親しむ会」　　i

　　　　　　　　　　　　　　：　　熊谷保健所では　熊谷市薬剤師　　i　係　費23－2801　　　　　　　　　1

　　住宅資金融資　i会の協賛礪生栖物に親しむ会i　　　　…
■受付期間　　　　　　　　iを開催します。　　　　　　　i　県民大学公開特別講座　　i
　11月12日（月〉～12月15日（土）　　　　i　　これは、県民の健康づくりの1　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

■場　所　　　　　　　　　　　　1　つとして・山野に自生する野生植　i　■とき●ところ　　　　　　　　　i

　埼玉銀行、武蔵野銀行、群馬銀　　i　物を観察しながら、正しい知識を　i　　10月11日㈲午後1時、埼玉会館　　1

墓稟羅欝鑑灘鰭 i翻楚繋のです。どうぞごi告誌　　　i
木信用金庫、埼玉労働金庫の県内　i　■と　き　　　　　　　　　　　　i　　「現代社会と人情」講師・江戸　i

本支店　　　　　　　　　　　　　i　　10月19日⑨午前10時～午後3時　　i　家猫八先生　　　　　　　　　　　i
■案内書配布場所　　　　　　　　i　（小雨決行）雨天の場合午前10時　　i　■問合せ　　　　　　　　　　’　i

セ難1虫饗辮1裡灘滴蓼撫　　　i曇鶴學蝦内線・・27）i



昭，和59年10月1日（6）広報こうなん

アーチェリ｝を

　　やりませんか
小原駐在所佐藤俊郎

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
と
言
え
ば
、
ロ
ビ
ン

フ
ツ
ド
を
思
い
出
す
人
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
と
は
何
で
し

ょ
う
。
簡
単
に
い
い
ま
す
と
、
「
弓
矢
」

で
ず
。
日
本
の
弓
道
に
対
し
て
、
西
洋

の
弓
、
“
洋
弓
”
と
い
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
弓
矢
を
人
間
が
使
い
出

し
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
か
な
り
古
く
、
人
類
の
発
生
後

間
も
な
く
発
明
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
そ
の
起
源
は
、
あ
ま
り
大
昔

で
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
ス
ペ

イ
ン
半
島
の
洞
窟
の
中
に
、
か
な
り
発

達
し
た
、
弓
を
引
い
て
い
る
壁
画
が
あ

り
、
こ
の
壁
画
は
、
約
一
万
数
千
年
前

の
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
今
か
ら
一
万
数
千
年
前
の

古
代
人
は
、
弓
矢
を
使
っ
て
狩
を
し
て

○

）

い
た
わ
け
で
、
現
代
の
弓
矢
の
原
型
は

そ
の
こ
ろ
に
で
き
た
わ
け
で
す
。

　
　
　
つ
る

　
弓
に
弦
を
張
っ
て
矢
を
飛
ば
す
と
い

う
原
理
は
、
一
万
年
前
も
現
代
も
変
り

な
い
の
で
す
が
、
今
で
は
弓
矢
で
狩
を

し
た
り
、
戦
さ
を
し
た
り
す
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本

の
弓
道
の
よ
う
に
、
精
神
修
養
や
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
、
弓
矢
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）

は
残
っ
て
い
ま
す
。
外
国
で
は
、
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
代
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
、
的
中
率

を
良
く
す
る
た
め
、
弓
の
素
材
や
構
造

に
、
科
学
的
に
計
算
し
た
も
の
を
使
っ

て
お
り
、
カ
ー
ボ
ン
を
原
料
と
し
た
素

材
が
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
ど
の
位
当

，
た
る
か
と
い
う
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
す
る
選
手
級
に
な
る
と
、
三
〇
メ

ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
、
直
径
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
円
の
中
に
八
、
九
割
位
の

的
中
率
と
な
り
ま
す
。
　
（
試
合
で
は
六

本
射
つ
の
で
、
四
本
か
ら
五
本
の
矢
を

中
心
に
当
て
る
）
こ
れ
は
剣
銃
よ
り
も

正
確
で
す
。

　
ま
だ
、
よ
く
質
問
を
受
け
る
の
で
す

が
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
ど
の
く
ら
い
飛

ぶ
か
と
い
う
と
、
普
通
私
た
ち
が
競
技

で
使
用
し
て
い
る
弓
だ
と
、
二
〇
〇
メ

ー
ト
ル
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
飛
び
、

そ
の
威
力
は
、
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
か

ら
だ
と
、
フ
ラ
イ
パ
ン
の
底
を
射
ち
抜

く
ほ
ど
の
力
が
あ
り
ま
す
。

　
弓
を
引
く
の
に
、
大
変
な
力
が
必
要

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
は
、
ご
く
弱
い
弓
や
、

少
年
用
の
弓
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
弓
が
あ
り
、
そ
の
人
の
体
力
、
身
長

等
に
合
せ
た
弓
を
使
え
る
の
で
す
。
バ

ケ
ツ
一
杯
の
水
を
持
ち
上
げ
ら
れ
る
人

な
ら
ば
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
身
体

障
害
者
の
人
で
も
充
分
上
達
で
き
、
全

然
経
験
の
な
い
人
で
も
、
一
、
．
ニ
カ
月

練
習
す
れ
ば
、
相
当
自
信
を
も
っ
て
的

に
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
の
威
力
は
相
当
強
く
、
従
っ
て
不
注

意
に
用
い
れ
ば
、
非
常
に
危
険
な
も
の

で
す
。
で
も
、
ル
ー
ル
を
よ
く
守
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
充
分
に
安
全
は
保
た
れ

る
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
世
界
の
何
千
万
人
の
ア

ー
チ
ャ
ー
の
間
で
、
過
去
に
お
い
て
、

事
故
の
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

も
と
よ
り
A
正
規
の
指
導
と
安
全
な
設

備
は
絶
対
必
要
で
す
。
し
か
し
、
あ
る

程
度
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
か
ら
、
ル

ー
ル
を
守
り
、
注
意
す
る
こ
と
に
ょ
っ

て
安
全
教
育
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
は
あ
る
の
で
す
。
こ

の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
学
校
教
育
に

お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
、
正
規
の
授

業
科
目
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
，）

）

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
∩
編
灘
〕

成
　
沢

　
萩
原
　
淳
一
　
長
男
（
昭
　
雄
）

　
関
口
　
和
彦
　
長
男
（
孝
　
則
）

　
福
田
　
浩
之
　
長
男
（
邦
　
夫
）

　
坂
田
　
峻
一
　
長
男
（
幸
　
夫
）

一
一
一
本

　
新
井
　
晃
太
　
二
男
（
宏
　
）

　
神
田
　
裕
二
　
二
男
（
稔
　
）

　
長
谷
川
智
美
　
長
女
（
幸
　
男
）

　
水
野
　
由
佳
　
長
女
（
則
　
夫
）

上
新
田

　
内
田
　
省
吾
　
二
男
（
正
　
男
）

押
切

　
大
高
な
つ
み
　
長
女
（
正
　
勝
）

野
　
原

　
宅
森
　
敬
祐
　
二
男
（
知
　
克
）

小
江
川

　
木
賊
　
和
弥
　
長
男
（
栄
　
司
）

　
増
田
　
洋
介
　
長
男
（
勝
　
士
）

板
　
井

　
山
田
　
裕
也
　
長
男
（
　
勇
　
）

塩　
飯
島
　
祥
子
　
長
女
（
正
　
）

　
島
田
　
麻
里
　
長
女
（
勤
　
）

柴
　
長
野
克
俊
長
男
（
穂
積
）

千
　
代

　
田
中
　
啓
継
　
長
男
（
孝
．
行
）

　
寺
山
　
利
香
　
長
女
（
和
　
利
）




